
dF断層系の活動性評価

〔本編資料2.2.2章に関する基礎データ〕

• dF断層系と大畑層基底面との関係

• dF-ａ断層の想定延長部の大畑層中の破砕部の有無

• dF-ａ断層の想定延長部以外の大畑層中の褐色礫（ボーリングコア）
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3.8 dF断層系の活動性評価（1/25） 第862回審査会合

資料１－２ P.3-45 一部修正



dF断層系と大畑層との関係（敷地北側の断面上のボーリング）

敷地北側の２つの断面（x1-x1’，x2-x2’）上のボーリングにおいて，dF断層系を不整合に覆う大
畑層の基底面付近を調査した。
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3.8 dF断層系の活動性評価（2/25）

易国間層上部層

Iℓ-mℓv

x1 x1’

ボーリング位置図（T.P.-14m水平断面図)

原子炉建屋設置位置
P-4孔

R-904孔

RR-307孔

P-3孔

P-1孔

RR-218孔

R-604孔

P-2孔 P-5孔

RR-217孔

RR-304孔

R-304孔

RR-107孔

RR-306孔

RR-103孔

cf       断 層 系
（点線は端部があると考えられる区間）

dF       断 層 系

（点線は端部があると考えられる区間）

第862回審査会合
資料１－２ P.3-46 再掲

Iu-ℓℓtf



P-1孔（9ｍ～15ｍ区間）

• x1-x1’断面上のP-１孔では，深度11.25ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層

コア写真区間

凡例

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

P-1孔

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（1/8）：P-１孔

3.8 dF断層系の活動性評価（3/25）
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大畑層基底面
（11.25ｍ）

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
| NS

第862回審査会合
資料１－２ P.3-47 再掲



RR-218孔（15ｍ～24ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）)

RR-218孔

大畑層
（鮮新世）

大畑層
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3.8 dF断層系の活動性評価（4/25）

• x1-x1’断面上のRR-218孔では，深度18.66ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（18.66ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）風化部)

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（2/8）：RR-218孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-48 再掲



R-604孔（15ｍ～21ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状））

R-604孔

大畑層
（鮮新世）

大畑層
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3.8 dF断層系の活動性評価（5/25）

• x1-x1’断面上のR-604孔では，深度18.46ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（18.46ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（3/8）：R-604孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-49 再掲



P-２孔（21ｍ～27ｍ区間）

大畑層
（鮮新世）

大畑層

P-２孔
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3.8 dF断層系の活動性評価（6/25）

• x1-x1’断面上のP-２孔では，深度25.97ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（25.97ｍ）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状））

コア写真区間

凡例
地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（4/8）：P-２孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-50 再掲



P-３孔（37ｍ～43ｍ区間）

大間層
（シルト岩）

大畑層
（鮮新世）

大畑層

P-３孔
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3.8 dF断層系の活動性評価（7/25）

大畑層基底面
（40.61ｍ）

大間層
（シルト岩風化部）

コア写真区間

凡例

• x1-x1’断面上のP-３孔では，深度40.61ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（5/8）：P-３孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-51 再掲



P-４孔（48ｍ～55ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

P-４孔

大畑層
（鮮新世）
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3.8 dF断層系の活動性評価（8/25）

大畑層基底面
（52.00ｍ）

コア写真区間

凡例

大間層
（酸性凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

• x1-x1’断面上のP-４孔では，深度52.00ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（6/8）：P-４孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-52 再掲



P-５孔（60ｍ～66ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

P-５孔

大畑層
（鮮新世）
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3.8 dF断層系の活動性評価（9/25）

• x1-x1’断面上のP-５孔では，深度63.22ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（63.22ｍ）

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（7/8）：P-５孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-53 再掲



RR-217孔（72ｍ～80ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大間層
（シルト岩）

RR-217孔

dF-a

大畑層
（鮮新世）

大畑層
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3.8 dF断層系の活動性評価（10/25）

大畑層基底面
（76.97ｍ）

• x1-x1’断面上のRR-217孔では，深度76.97ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

S
N

x1
|

x1’
|

注） 凡例はP.3-27参照。

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（8/8）：RR-217孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-54 再掲



コア写真区間

dF-ａ断層想定延長部

断面図凡例

P-４孔（23ｍ～53ｍ区間）

大畑層

大間層

P-４孔

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

dF-ａ断層想定延長部の拡大コア写真

x1

大畑層
（鮮新世）

x1’S N

注） 凡例はP.3-27参照。

大間層
（シルト岩風化部）

• P-４孔では，dF-ａ断層の想定延長部（５ｍ区間）を含む30ｍの区
間※において，大畑層の凝灰質礫岩中には，破砕部や礫の一定
方向の配列等の断層を示唆する性状は認められない。大畑層の
凝灰質礫岩は固結度が低く部分的に砂状を呈するが，断層を示
唆するせん断面，粘土状破砕部等は認められない。

• 想定延長部中の深度約39.35ｍ～約40.60ｍにある褐色礫は，陸
上の噴出物（火山砕屑岩等）が酸化して褐色化したものと考えら
れる。この褐色礫の一部砂状を呈する部分は，上下面がほぼ水
平であり削孔時のコアの回転で軟質な部分が崩れたものと考え
られる。

• 褐色礫は，想定延長部以外の，深度46.50ｍ付近，深度約49.65
ｍ～約50.25ｍ及びその他のボーリングコア（P.3-70～P.3-73参
照）に認められることから，dF-ａ断層に関係するものではないと
判断される。

• dF-ａ断層を挟んだ両側で大畑層の基底面に断層を示唆する南
側落下の形状が認められないこと（P.3-51～P.3-58参照），上記
のとおり大畑層内に断層を示唆する性状が認められないことから
，dF-ａ断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

大畑層

不整合面

52.00ｍ

※： 大畑層内で断層の想定延長が広がる場合もカバーできる範囲として設定。

コメントNo.S2-1403.8 dF断層系の活動性評価（11/25）

dF-ａ断層と大畑層との関係（x1-x1’断面）（1/2）：P-４孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-55 一部修正
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褐色礫

コア写真凡例



コア写真区間

dF-ａ断層想定延長部

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x1

大畑層
（鮮新世）

x1’S N
P-５孔

P-５孔（５ｍ～35ｍ区間）

大畑層

dF-ａ断層想定延長部の拡大コア写真

• P-５孔では，P-４孔（P.3-59参照）と同様に，dF-ａ断層の想定延
長部（５ｍ区間）を含む30ｍの区間※において，大畑層の凝灰質
礫岩中には，破砕部や礫の一定方向の配列等の断層を示唆す
る性状は認められない。大畑層の凝灰質礫岩は固結度が低く
部分的に砂状を呈するが，断層を示唆するせん断面，粘土状破
砕部等は認められない。

• dF-ａ断層を挟んだ両側で大畑層の基底面に断層を示唆する南
側落下の形状が認められないこと（P.3-51～P.3-58参照），上記
のとおり大畑層内に断層を示唆する性状が認められないことか
ら，dF-ａ断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

※： 大畑層内で断層の想定延長が広がる場合もカバーできる範囲として設定。

コメントNo.S2-140

大畑層

3.8 dF断層系の活動性評価（12/25）

dF-ａ断層と大畑層との関係（x1-x1’断面）（2/2）：P-５孔
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RR-304孔（９ｍ～15ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）風化部）

大畑層

易国間層
(暗灰色火山礫凝灰岩）
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3.8 dF断層系の活動性評価（13/25）

• x2-x2’断面上のRR-304孔では，深度10.52ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（10.52ｍ）

コア写真区間

凡例

注） 凡例はP.3-27参照。

大畑層
（鮮新世）

RR-304孔

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

N

x2
|

x2’
|S

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（1/7）：RR-304孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-56 再掲



R-304孔（25ｍ～30ｍ区間）

易国間層
（シルト岩）

大畑層

易国間層
(暗灰色火山礫凝灰岩)
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3.8 dF断層系の活動性評価（14/25）

• x2-x2’断面上のR-304孔では，深度25.50ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（25.50ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
(安山岩溶岩（角礫状）)

注） 凡例はP.3-27参照。

R-304孔x2
|

x2’
| NS

大畑層
（鮮新世）

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（2/7）：R-304孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-57 再掲



RR-107孔（24ｍ～30ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）大畑層

大間層
（シルト岩）

RR-107孔
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3.8 dF断層系の活動性評価（15/25）

• x2-x2’断面上のRR-107孔では，深度28.71ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（28.71ｍ）

コア写真区間

凡例
地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

注） 凡例はP.3-27参照。

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（3/7）：RR-107孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-58 再掲



RR-306孔（27ｍ～33ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）
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3.8 dF断層系の活動性評価（16/25）

• x2-x2’断面上のRR-306孔では，深度29.48ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（29.48ｍ）

コア写真区間

凡例

注） 凡例はP.3-27参照。

RR-306孔x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（4/7）：RR-306孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-59 再掲



RR-307孔（33ｍ～39ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）
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3.8 dF断層系の活動性評価（17/25）

大畑層基底面
（35.80ｍ）

コア写真区間

凡例

• x2-x2’断面上のRR-307孔では，深度35.80ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

注） 凡例はP.3-27参照。

RR-307孔

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（5/7）：RR-307孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-60 再掲



R-904孔（36ｍ～42ｍ区間）

大間層
（酸性凝灰岩風化部）

大畑層

大間層
（軽石凝灰岩）
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3.8 dF断層系の活動性評価（18/25）

大畑層基底面
（39.18ｍ）

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

• x2-x2’断面上のR-904孔では，深度39.18ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

注） 凡例はP.3-27参照。

R-904孔
x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（6/7）：R-904孔

大間層
（軽石凝灰岩風化部）

第862回審査会合
資料１－２ P.3-61 再掲



RR-103孔（60ｍ～66ｍ区間）

大間層
（酸性凝灰岩風化部）

大畑層

大間層
（酸性凝灰岩）
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3.8 dF断層系の活動性評価（19/25）

• x2-x2’断面上のRR-103孔では，深度61.35ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（61.35ｍ）

コア写真区間

凡例

注） 凡例はP.3-27参照。

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

RR-103孔

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（7/7）：RR-103孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-62 再掲



R-904孔（11ｍ～41ｍ区間）

大畑層

39.18m

不整合面

大間層
（酸性凝灰岩風化部）

dF-ａ断層想定延長部の拡大コア写真

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

コア写真区間

dF-ａ断層想定延長部

凡例

R-904孔

• R-904孔では，dF-ａ断層の想定延長部（５ｍ区間）を含む30ｍの
区間※において，大畑層の凝灰質礫岩中には，破砕部や礫の一
定方向の配列等の断層を示唆する性状は認められない。大畑
層の凝灰質礫岩は固結度が低く部分的に砂状を呈するが，断
層を示唆するせん断面，粘土状破砕部等は認められない。

• dF-ａ断層を挟んだ両側で大畑層の基底面に南側落下の断層を
示唆する形状が認められないこと（P.3-61～P.3-67参照），上記
のとおり大畑層内に断層を示唆する性状が認められないことか
ら，dF-ａ断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

注） 凡例はP.3-27参照。

※： 大畑層内で断層の想定延長が広がる場合もカバーできる範囲として設定。

大間層（軽石凝灰岩）

3.8 dF断層系の活動性評価（20/25）

dF-ａ断層と大畑層との関係（x2-x2’断面）（1/2）：R-904孔

第862回審査会合
資料１－２ P.3-63 一部修正
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大畑層

大間層
(軽石凝灰岩風化部）



地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

RR-103孔

大畑層

RR-103孔（３ｍ～33ｍ区間）

コア写真区間

dF-ａ断層想定延長部

凡例

注） 凡例はP.3-27参照。

大畑層

※： 大畑層内で断層の想定延長が広がる場合もカバーできる範囲として設定。

• RR-103孔では，dF-ａ断層の想定延長部（５ｍ区間）において，大
畑層の凝灰質礫岩中には，破砕部や礫の一定方向の配列等の断
層を示唆する性状は認められない。

• 本孔の30ｍの区間※は岩片状～砂状を呈する部分が多いが，これ
は大畑層の凝灰質礫岩は固結度が低くボーリング掘削の影響に
よるコア性状の乱れと考えられる。上記の想定延長部及びR-904
孔（P.3-68参照）に断層を示唆する性状は認められないことから，
断層によるものではないと考えられる。

• dF-ａ断層を挟んだ両側で大畑層の基底面に南側落下の断層を示
唆する形状が認められないこと（P.3-61～P.3-67参照），上記のと
おり大畑層内に断層を示唆する性状はないと考えられることから，
dF-ａ断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

3.8 dF断層系の活動性評価（21/25）

dF-ａ断層と大畑層との関係（x2-x2’断面）（2/2）：RR-103孔
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dF-ａ断層想定延長部の拡大コア写真
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3.8 dF断層系の活動性評価（22/25）

注２） 各孔の柱状図は机上配布資料参照。

dF-ａ断層の想定延長部以外の大畑層中の褐色礫〔ボーリングコア〕（1/4）：
P-３孔及びP-５孔（x1-x1’断面）

P-５孔

大畑層
（鮮新世）

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

注１） 凡例はP.3-27参照。

x1
|

x1’
|S N

P-３孔

dF-ａ断層の想定延長部以外にも見られる大畑層中の褐色礫の分布・性状を示し，褐色礫と断
層との関係について検討する。

• x1-x1’断面上のdF-ａ断層の想定延長部の周辺から離れたP-３孔深度17.95ｍ及びP-５孔
深度54.25ｍ，54.65ｍ等に，直径１cm～10cm程度の褐色の火山砕屑岩の礫が認められる。

• これらの褐色礫及びその周辺には断層を示唆するせん断面，粘土状破砕部等は認められ
ない。

• これらの褐色礫は，陸上の噴出物（火山砕屑岩等）が酸化変質を受けて褐色化し，礫として
大畑層中に取り込まれて堆積したものと考えられる。

以上のことから，これらの褐色礫はdF-ａ断層に関係するものではないと判断される。 褐色礫

凡例

P-３孔（深度15ｍ～20ｍ区間）

P-５孔（深度52ｍ～57ｍ区間）

コメントNo.S2-140
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3.8 dF断層系の活動性評価（23/25）

注２） 柱状図は机上配布資料参照。

dF-ａ断層の想定延長部以外の大畑層中の褐色礫〔ボーリングコア〕（2/4）：
RR-217孔（x1-x1’断面）

RR-217孔（深度42ｍ～48ｍ区間）

RR-217孔

dF-a

大畑層
（鮮新世）

コア写真区間

凡例地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

S N
x1
|

x1’
|

注１） 凡例はP.3-27参照。

• x1-x1’断面上のdF-ａ断層の想定延長部の周辺から離れたRR-217孔深度約44.0ｍ～約47.2ｍ
に褐色の火山砕屑岩の礫が認められる。

• 褐色礫及びその周辺には断層を示唆するせん断面，粘土状破砕部等は認められない。

• 褐色礫は砂礫状を呈するが，これは軟質なため削孔時に部分的に崩れたものである。

以上のことから，この軟質な褐色礫はdF-ａ断層に関係するものではないと判断される。

褐色礫

凡例

コメントNo.S2-140



3.8 dF断層系の活動性評価（24/25）

dF-ａ断層の想定延長部以外の大畑層中の褐色礫〔ボーリングコア〕（3/4）：
IT-21孔及びIT-22孔（1/2）

周辺に断層が分布しない敷地北部のIT-21孔及びIT-22孔における大畑層中の褐色礫の性状を示す。

3-72

IT-21

IT-22

sF-１断層

dF断層系 ボーリング位置図

注） 断層の分布はT.P.-14ｍにおける位置。

コメントNo.S2-140
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3.8 dF断層系の活動性評価（25/25）

注） 各孔の柱状図は机上配布資料参照。

深度約11.15ｍ～約12.00ｍに褐色で軟質な火山砕
屑岩の礫が分布

深度32.2ｍ付近，約33.6ｍ～約34.3ｍ等に褐色で
軟質な火山砕屑岩の礫が分布

dF-ａ断層の想定延長部以外の大畑層中の褐色礫〔ボーリングコア〕（4/4）：
IT-21孔及びIT-22孔（2/2）

IT-22孔（深度５ｍ～14ｍ区間） IT-22孔（深度29ｍ～38ｍ区間）IT-21孔（深度27ｍ～36ｍ区間）

深度約32.2ｍ～約32.5ｍに褐色で軟質な火山砕屑岩
の礫が分布

• 周辺に断層が分布しない敷地北部のIT-21孔及びIT-22孔における大畑層に褐色の火山砕屑岩の礫が認められる。

• これらの褐色礫は，陸上の噴出物（火山砕屑岩等）が酸化変質を受けて褐色化し，礫として大畑層中に取り込まれて
堆積したものと考えられる。

• 褐色礫のコアに認められる細かなクラックは，褐色礫が軟質なため生じている。

以上のことから，これらの軟質な褐色礫は断層に関係するものではないと判断される。

褐色礫

凡例

コメントNo.S2-140
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